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１つの空間を用意する。 光と認識されない空間の 6
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本研究は居心地の良い空間の価値を再認識し、現代社会における価値の転換を行うものである . 
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次に認識されない空間がどのように構築されているか分析する .
例に挙げた 30 の居心地の良い空間から 6つの空間特徴を見つけた .
1, 狭い / 広い　2, 光 / 陰　3, しぼり　4, 分割　5, 反射　6, 柱

この空間特徴を用いて認識されない空間を構築し、居心地の良い空間を作っていく .
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これら孤立してしまった住人の関係を、認識されない空間を用いて解決していく .
6 つの空間特徴をそれぞれのスケールに合わせて応用していき、街区を構成する .
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都心との距離の近さを価値とする郊外の再開発に、居心地の良い空間を用いて価値の転換をはかる .
7 棟の住宅群の設計
『まちの隠れ家』
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敷地は千葉県流山市 .
つくばエクスプレスの開通により都心へのアクセスが向上し、駅前を中心とした再開発が盛んに行われている地域 .
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再開発の影響によりまちは変化し始めている .
人口が爆発的に増え、自然は減少し、日々まちは変化し続けている .
再開発は新中心市街地より同心円状に広がりまちを変えていく .
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認識されない暗がり空間を用いて新しい郊外のまちなみを構築していく .
これからの再開発の方針が変わることが、居心地の良い空間の価値の再認識につながっていく .
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personal space は人の居心地の良さを距離により示したものである .
認識されない空間を使うことにより、近くにいても居心地の良い空間を構成可能になる .

距離に依存せず居心地の良い空間を構築できる .

0 6

認識されない空間の作り方 .
ある空間に対して光を入れ込む . 明るい空間と暗がり空間が作られる . 暗がり空間が認識されない空間になる .

認識されない空間と同時に明るい認識される空間も構築される .
認識されない空間を作るには隣接して認識される空間も同時に作ることになる .
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郊外 . 東京一極集中が未だに加速する現代 . 地方都市から多くの移住者が東京に押し寄せる .
しかし、東京の中心部は地価の高騰により住まうことが出来ない .

そこで都心周縁部に人は住まい始める . ここが郊外 .
巨大インフラの開発により、駅周辺部から開発が行われ同じような町並みを構成する .
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同じ住宅が立ち並ぶ郊外では、同取得者、同世代、の家族が自然と集まる .
近さを価値とした住宅地は密集しており、近隣住戸に対して閉じることで関係性を解決している .
多くの人が住まわっているのにも関わらず人の活動が表出されず寂しい町並みとなっている .

郊外では 3段階の孤立化が深刻だ .　1, 家族内　2, 近隣住戸　3, 街区内　である .
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写真は慈光院書院の内観写真 .
深く暗い落ち着いた内部空間から、外の庭園、遠景の山並みまでを見渡す風景 .

私が一番居心地が良いと思う空間である .
外観写真からわかるように外からは内部空間を伺うことが出来ない .
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居心地の良い空間の価値を再認識するにあたり、同じように居心地がよいと思う空間を集める .
実際に訪れたことのある建築空間、外部空間より写真を選定 .

空間の特徴を分析していく (居心地分析本参照 ).
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居心地の良い空間から二つの特徴を見つけた .
1, 暗がり空間から明るい空間を見る .　2, 同一空間上に複数の空間が存在する .

これら二つの特徴は二つの空間論より論じることが出来る .
空間論より認識されない空間であることがわかった .

暗がり空間から明るい空間を見る .

Jay Appleton
風景の経験 -景観の美学について -

『眺望隠れ場理論』

Colin Rowe
マニエリスムと近代建築
『透明性 -実と虚』

同一空間上に 2つ以上の空間が存在する .

0 3

認識されない空間は光と空間の関係により構築可能で、大きく 3パターン存在する .
a, 暗がり空間　b, 光の反射率の違い　c, 同一空間上に複数の空間特徴を用意する .

これらにより認識されない空間は構築可能 .
居心地の良い空間は認識されない空間より構成されていて、認識されない空間は光と陰により作られる .
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中庭よりHouseB の通り
土間を見る 認識される空間として構築される . 通り土間の奥に光が入り込み同一空間上に複数の空間が存在

するように感じる . 暗がり空間を構築する通り土間は認識されない空間で居心地が良く感じる .



　　　




